
東京電力株式会社福島第二原子力発電所の
安全性確保状況について

平 成 2 3 年 1 2 月 2 6 日

原 子 力 災 害 対 策 本 部

１．福島第二原子力発電所の被災状況

津波により原子炉除熱機能を喪失し（１，２，４号機）、原子炉の圧力抑制機能が失

われたことから、原子力災害対策特別措置法１５条事象が発生し、緊急事態を公示。

その後、冷却機能の復旧の結果、３月１５日までに全ての原子炉が冷温停止。

また、原子炉内の燃料棒及び使用済燃料プール内の燃料棒に損傷はなく、外部への

放射性物質の放出はなかった。

２． 安全性確保の状況

継続的な応急復旧が行われてきており、原子力災害対策特別措置法に基づく「緊

急事態応急対策の実施状況」について報告徴収を行い、原子力安全・保安院により

その実施状況を確認した結果、以下のとおり冷温停止を維持するための安全対策が

実施されている。

（１）「止める」「冷やす」「閉じこめる」の機能は復旧

・制御棒が完全に挿入された状態。未臨界状態を維持。

・原子炉は冷温停止を維持。原子炉を冷却する設備は、復旧が完了し、多重性（２

系統）を確保。

・使用済燃料プールは冷却機能を回復・維持。

・原子炉建屋、原子炉格納容器は健全な状態、原子炉建屋の負圧も維持。

・外部電源は復旧済み。非常用発電機は号機毎に必要な数を確保済み。

（２）余震、津波への対策は実施済み

・緊急安全対策として、電源車やポンプ車の高台への配備、建屋の水密化、築堤

の整備等を実施済み。（４月２１日指示、１１月２８日確認）

・中央制御室の作業環境確保、通信手段確保、放射線防護対策資機材確保、が

れき除去に用いる重機配備等を実施済み。（６月７日指示、６月１８日確認）

上記のとおり、原子炉は冷温停止し、安全機能の多重化が図られ、余震、津波等

への対応がとられていると考えられる。
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（参考１）

福島第二原子力発電所に係る避難区域の設定の経緯と

主要機器の復旧状況

・３月１２日 ７時４５分：福島第二原子力発電所に係る原子力緊急事態を宣言。

福島第二原子力発電所を中心に半径３ｋｍ圏内の居

住者等は避難指示、半径１０ｋｍ圏内の居住者等は

屋内への退避指示。

・３月１２日１７時３９分：福島第一原子力発電所１号機において生じた爆発を

受け、福島第二原子力発電所を中心に半径１０ｋｍ

圏内の居住者等に避難指示。

・４月２１日 ：安全対策（冷却系設備の一部復旧、電源の確保やポ

ンプ車の配備等）の実施により避難指示の対象区域

について福島第二原子力発電所を中心に半径８ｋ

ｍ圏内に変更。



（参考２）

警戒区域、計画的避難区域及び特定避難勧奨地点がある地域の概要図


